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研究成果の概要（和文）：本研究では視覚的選好判断の潜在的処理と顕在的処理における脳活動の違いを、fMRI
を用いて検討した。顕在的選好判断時には眼窩前頭皮質の活動が認められ、潜在的選好判断時には尾状核頭の活
動が確認された。尾状核を含む大脳基底核の報酬系領域は選好が顕在化する以前の価値表象に関わるとされるこ
とから、無視した呈示刺激の魅力度が注視した刺激の評価に影響する現象が、周囲の刺激に起因する潜在的な価
値判断の注視対象への誤帰属による可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：In this study, we investigated differences in brain activity between 
implicit and explicit processes in visual preference decisions using fMRI. We found that activity in
 the caudate head increased when the participants evaluated the attractiveness of a central object 
(neither attractive nor unattractive) while ignoring the surroundings (highly attractive or 
unattractive). In contrast, we found that activity in the orbitofrontal cortex increased when they 
explicitly examined each image and evaluated their attractiveness as a whole. Because the basal 
ganglia including the caudate are known to be involved in unconscious value representation, our 
findings suggest that the reason why the attractiveness of ignored objects influences on the 
attended one would be a misattribution of evoked emotion by surroundings to the target.

研究分野：認知科学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 視覚的選好判断において、同じ顔画像を繰
り返し呈示することで、その顔に対する嗜好
度は上昇するが（親近性選好）、風景画像の
場合は低下する（新奇性選好）という「視覚
刺激のカテゴリーによって刺激の呈示経験
が、異なる選好傾向を生じさせる現象」が報
告されている（Shimojo et al., 2007; Park 
et al., 2010; Liao et al., 2011）。 
 そこで、風景画像の中心部に顔画像を配置
した組み合わせ画像を準備し、画像全体から
感じ取られる魅力度と、周囲の風景を無視し
て中央の顔のみの魅力度を評価させる課題
が先行研究でそれぞれ行われた（Shimojo et 
al., 2009）。前者は風景の魅力度を（顔の魅
力と併せて）意識的に評価する顕在的選好判
断であり（全体課題と呼ぶ）、後者は背景と
なる風景の魅力度が顔の魅力度判断に無意
識的に影響を及ぼす可能性がある潜在的選
好判断と捉えられる（周辺無視課題と呼ぶ）。
その結果、全体課題では顔と風景の組み合わ
せが（親近顔＋新奇風景）＞（新奇顔＋新奇
風景）＞（親近顔＋親近風景）＞（新奇顔＋
親近風景）の順で画像に対する嗜好度が高く、
選好の度合いはそれぞれのカテゴリーの刺
激を単独呈示した場合の線形加算とほぼ同
様の傾向となった。しかし周辺無視課題では
（親近顔＋親近風景）＞（新奇顔＋親近風景）
＞（親近顔＋新奇風景）＞（新奇顔＋新奇風
景）の順となった。この結果から、(1)中心
の顔画像の魅力度が、無視している風景画像
から潜在的な影響を受けて評価されている
こと（魅力の漏れ出し）、(2)その際に本来は
新奇性選好を示す風景画像が、潜在的選好判
断では親近性が高いものほど中心の顔の嗜
好度に正の影響を及ぼすことがわかる。これ
らの結果は、顕在的選好判断と潜在的選好判
断では、脳内における対象の魅力度処理が大
きく異なる可能性を示唆している。 
 選好判断において中心的な役割を果たす
脳領域としては、大脳基底核（尾状核・側坐
核）と前頭前野（特に眼窩前頭皮質）などの
報酬系領域が挙げられる。前者の皮質下領域
は選好判断が下される以前の無意識的な選
好を表現し、後者の皮質領域が顕在化した選
好を表現していることが示唆されている
（Kim et al., 2007; Ito et al., 2013）。
しかし、注意の範囲外にある非評価対象に対
する潜在的な選好判断の詳細な脳内プロセ
スは未だに明らかになっていない。 
 
２．研究の目的 
 以上の先行研究の知見を踏まえ、本研究で
は視覚的選好判断における (1)刺激の新奇
性／親近性が潜在的な選好判断プロセスに
与える影響の検討、(2) 潜在的処理と顕在的
処理について、報酬系領域の脳活動の違いを
fMRI 実験によって明らかにすること、の二点
を研究の目的とした。 
 

３．研究の方法 
 fMRIは一般的に計測信号のS/N比が低いた
め、出来る限り明確な行動指標を得られる実
験条件を用いた脳活動計測が望まれる。本研
究では予備的検討によって、（背景で述べた
顔と風景の組み合わせではなく）顔（以下 FC）
と抽象的な幾何学図形（以下 GF）との組み合
わせが妥当であるとの結論に達した。以下の
研究では、19 インチモニタの中央に GF を表
示し、その周辺に 4 つの FC を配置する刺激
呈示を用いた。被験者は実験企画者の指示に
従い、この呈示刺激画像の魅力度を 7段階で
評価する課題に従事した。 
 
(1)まず、刺激の新奇性／親近性が潜在的な
選好判断プロセスに与える影響を調べるた
めに、周囲の FC を日本人被験者にとってよ
り馴染み深い東アジア人顔と、比較的馴染み
が薄い欧米人顔にした場合で、中央の GF の
魅力度評価がどのように変化するかを行動
実験により検討した。先行研究の風景と同様
に、親近性の高い周辺刺激が、中央画像によ
り強く魅力を「漏れ出させる」とするならば、
東アジア人顔で囲まれた GF の方が欧米人顔
に囲まれた場合よりも高く評価されるはず
である。 
 実験には FaceGen Modeller で作成した CG
の顔画像（東アジア人顔 280 枚、欧米人顔 280
枚）を用いた。各人種の顔画像はそれぞれ 20
名の被験者によって単独呈示における魅力
度を 7件法で採点し、その平均値の順に 4つ
の魅力度グループに分類した（1:最も魅力的
でない、2:魅力的でない、3:魅力的である、
4:最も魅力的である）。幾何学図形はフーリ
エ記述子によって描画された線画（左右対称
224 枚、左右非対称 236 枚）を作成し、対称
画像は 18 名、非対称画像は 20 名の被験者に
よって 7件法で採点し、各画像の平均値を算
出した。 
 実験課題は、①個々の刺激に視線を動かし
刺激全体の魅力度を評価する（全体課題）、
②視線を中心の GF に固定し、その魅力度の
みを評価する（周辺無視課題）、③中心の GF
のみを呈示し、その魅力度を評価する（中心
課題）の３つとした。それぞれの課題を周囲
の FC が東アジア人顔の条件と欧米人顔の条
件で行った。被験者の視線位置は視線計測装
置（EyeLink 1000）でモニタリングし、教示
に反する視線の動きがあった実験試行はデ
ータ解析から除外した。各実験試行で呈示さ
れる GF は事前評価で平均値に近い魅力度と
なった 160 枚を使用し、周辺に呈示する 4枚
の FC は、各試行で同一の魅力カテゴリーか
ら選出した（4 つの魅力度カテゴリーそれぞ
れにつき 40 試行ずつの合計 160 試行）。 
 被験者は健康な日本人30名（平均年齢20.7
±3.3 歳・男性 18 名）であった。なお本研究
は玉川大学倫理審査委員会の承認を受けて
実施された。 
 



(2)次に、潜在的な選好判断と顕在的な選好
判断に関与する脳領域の違いを明らかにす
るため、fMRI 実験を行った。MRI 撮像には玉
川大学脳科学研究所の 3TMRI（ Siemens 
MAGNETOM Trio, A Tim System）を使用した。 
 実験課題は(1)と同様に画面中央に GF、そ
の周辺に 4 つの FC を配置した画像の魅力度
評価であったが、眼球運動に関連した脳活動
のデータへの混入を防ぐために視線は常に
画面中央に固定する必要があった。そこで、
①視線を中央の GF に固定し、周辺視を使い
呈示刺激全体の魅力度を評価する（全体課
題：顕在的な選好判断課題）、②視線を中央
の GF に固定し、周辺の FC を無視して GF の
魅力度のみを評価する（周辺無視課題：潜在
的な選好判断課題）、の 2 種類とした。実験
中の被験者の視線位置は視線計測装置でモ
ニタリングした。実験に用いた GF と FC のセ
ットは(1)で使用したものと同一であるが、
FC は東アジア人顔の最も魅力的な群と最も
魅力的でない群の 2群のみを使用した。実験
データの解析には SPM8 を使用した。 
 被験者は健康な日本人14名（平均年齢20.8
±1.2 歳・男性 6 名）であった。本研究も玉
川大学倫理審査委員会の承認を受けて実施
された。 
 
４．研究成果 
(1)行動実験の結果、①刺激全体を見渡して
その全体の魅力を評価する全体課題では、分
散分析の結果、周辺の FC が東アジア顔であ
っても（p<0.001）欧米人顔であっても
（p<0.001）FC が魅力的になるにつれて呈示
刺激全体の魅力度も有意に上昇することが
確認された（図 1A, B）。このことは、先行研
究の顔と背景の例で確認された傾向とも一
致する知見である（画像全体の魅力度の顕在
的な評価は個々の要素に感じる魅力度の線
形加算と相関する）。 
 一方で、②周辺の FC を無視して中央の GF
の魅力度のみを評価する周辺無視課題では、
FC が東アジア人顔の場合は、周辺の FC の魅
力度に正に相関するかたちで中央の GF の魅
力度が評価される傾向（魅力の漏れ出し）が
有意に確認された（p=0.0046, 図 1C）。しか
し、欧米人顔を用いた条件ではこのような周
辺の FCの魅力度に依存した GFの評価傾向は
認められなかった（ｐ=0.517, 図 1D）。 
 また、③中央の GF のみを呈示して、その
魅力度を評価させる中心課題では、全体課題
と周辺無視課題で同一の魅力度カテゴリー
の FCと対呈示した GFの評価値をカテゴリー
ごとにまとめて比較した。その結果、東アジ
ア顔の条件でも（p=0.471）欧米人顔の条件
でも（p=0.914）各カテゴリーに使用した GF
の魅力度には有意な違いは認められなかっ
た。この結果は、②で確認された魅力評価の
変化が、単独の GF が持つ魅力度の群間の偏
りによるものではないことを示している。 
 

 
 
 

 
図 1. 行動実験の結果 

 
 以上より、②で確認された東アジア人顔に
選択的な「魅力の漏れ出し」効果は、被験者
である日本人にとって東アジア系の顔が親
近性の高い刺激であったことが原因である
と推測する。顔認知において、同人種顔は異
人種顔と比較して表情などの認識がしやす
く、記憶に留まりやすい（同人種バイアス：
Meissner & Brigham, 2001 他）。親近性の高
い同人種顔の方が認知処理の流暢性が高く、
潜在的にその魅力度を感じ取り被験者の情
動を変化させた可能性が考えられる。 
 事前評価では、東アジア人顔と欧米人顔を
別の評価者群によって評価させたため、同じ
評点でも両者の魅力度に違いがある可能性
がある。そこで同一被験者に両者の顔画像を
7 件法で評価させた。顔画像は実験に用いた
4つの魅力度カテゴリーからランダムに20枚
ずつ選択した。t 検定の結果、両群間には有
意な差（p<0.001）が認められ、欧米人顔の
方が東アジア人顔よりも魅力的に評価され
ていることがわかった。この傾向は 4つの魅
力度カテゴリーごとの比較においても同様



であった。もしも魅力の漏れ出しに周囲に呈
示される画像の魅力度の高さのみが関係し
ているのであれば、より魅力的だと（顕在的
には）評価される欧米人顔の方が、その影響
は強く表出してしかるべきである。にもかか
わらず、同人種顔である東アジア人顔にのみ
漏れ出しの効果が確認されたことは、この効
果に画像の親近性と、その潜在的処理の流暢
性が密接に関係している可能性を示唆する
ものと考えられる。 
 
(2)fMRI 実験の結果より、刺激画像全体の魅
力度を（視線は中央に固定したまま）評価す
る全体課題と、周囲に呈示される顔刺激を無
視して中央の幾何学図形の魅力度を評価す
る周辺無視課題の遂行中の脳活動を比較す
ると、①全体課題では眼窩前頭皮質の活動が
有意に認められ、②周辺無視課題では線条体
の一部である尾状核頭（caudate head）の活
動 が 有 意 に 認 め ら れ た （ uncorrected 
p<0.0001）。 
 これらの領域は意思決定に関連する報酬
系領域であり、眼窩前頭皮質は特に顕在的な
価値判断時に強く活動することが知られて
いる。また、尾状核を含む大脳基底核は意識
にのぼらない状態での潜在的な価値判断時
に強く活動する報告がなされている（Kim et 
al., 2007; Ito et al., 2014）。 
 今回の実験課題では、画面中央に呈示され
る画像は魅力的ともそうでないとも判断が
つきにくい抽象的な幾何学図形であった。従
って幾何学図形そのものを見ただけでは、価
値判断に関与する報酬系領域は大きくは活
動しないことが推測される。従って①刺激全
体を（周辺視を駆使しつつ）確認して魅力度
を評価する全体課題では、主に周辺の顔画像
の魅力度を顕在的に（意識下で）評価したこ
とを反映して、眼窩前頭皮質が強く活動した
ものと考えられる。 
 一方で②周辺無視課題では、顕在的には魅
力度の曖昧な図形画像に注意を払っている
ため、眼窩前頭皮質の活動は認められなかっ
たと推測されるが、周囲の顔画像が親近性の
高い同人種顔であったため、処理の流暢性が
高く無意識下でもその魅力度が価値判断さ
れたものと推測される。尾状核頭に認められ
た活動は、そうしたプロセスを反映したもの
と考えられる。周辺無視課題で確認された
「魅力の漏れ出し」は、このような本来は注
意の範囲外にある刺激に対して潜在的に価
値判断がはたらいたことによって惹起され
た情動（魅力的であれば快情動、非魅力的で
あれば不快情動）が、注意を払っていた評価
対象に誤帰属された結果であるという可能
性を今回の脳活動データは示唆している。 
 私たちの価値判断が日常的に、注意を払っ
ていない周辺の刺激によって大きく修飾を
受けていることは明らかであるが、そのメカ
ニズムの理解は、広告・メディアに留まらず、
社会生活に広く関わる極めて重要な課題で

ある。本研究の成果は、そうした理解の基盤
となる知見であると考える。 
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